
今
月
の
優
秀
作
品

31

８
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
８
月
20
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

伊賀　石田　春代　美しい墨色、練
達な運筆、全体の変化とバランス
が温雅な趣を見せている。落款印
が見事であり、全体を引き締めた。
	 （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

書学　原地　桃香　やゝ小ぶりなが
ら、多様な線質と美しい字形、吟
味された構成で抜群の安定感と落
ち着きを感じる作品。
	 （審査評　野呂　詠雪）

【漢字半紙】

書学　小林　美代子　雲煙飛動、生
き生きかつ力強く筆が動き潤渇も
自然で見応えあり。特に「然」大
胆で目を引く。落款やや小さく。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
松
林
　岩
浪
　春
鳥
　抑
揚
の
き
い
た
線
で
力
強
く
、
筆
勢
あ
り
。
流
れ
も
よ
く
、
中
央
部
の
余
白
が
明
る

さ
と
品
格
を
醸
し
出
し
て
い
る
。	

	

︵
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
︶

【かな条幅】
祥
瑞
　河
野
　愛
子
　﹁夕
下
風
﹂
の
表
現
に
苦
戦
す
る
作
品
が
多
い
中
、
変
化
を
つ
け
た
簡
素
な
漢
字
で
う

ま
く
ポ
イ
ン
ト
を
作
っ
た
。
放
ち
書
き
の
横
に
連
綿
を
配
し
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
も
美
し
い
。

	
	

︵
審
査
評

　川
島

　史
子
︶

【漢字条幅】
佐
賀
　木
村
　翠
香
　濃
墨
を
活
か
し
た
潤
渇
と
線
条
の
太
細
の
変
化
が
巧
み
で
あ
る
。
小
振
り
な
が
ら
脚

落
款
で
収
め
て
余
白
を
生
か
し
た
落
ち
着
い
た
秀
作
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢字条幅・漢字半紙

　
　コ
ム

　  

小
島

　規
子

　
　天
草

　  

池
辺

　千
枝

　
　桑
原

　  

佐
伯

　政
子

　
　愛
山

　  

高
田

　佳
桜

　
　九
書

　  

井
上

　恵
子

　
　藤
　  

藤
永

　恵
子

　
　青
葉

　  

中
村

　恵
子

　
　新
潟

　  

坂
井

　光
華

　
　大
田

　  

涌
井

　敬
子

　
　書
学
　  

加
藤
　詩
遥

　
　龍
門
　  

田
中
　杏
花

　
　書
学
　  

粟
田
か
お
り

　
　岩
書
　  

加
藤
　絹
代

　
　佳
心
　  

寒
川
理
恵
子

　
　書
学
　  

西
山
　京
子
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今月の優秀作品かな条幅・かな半紙

　
　い
ち

　  

榊
原
由
紀
子

　
　小
諸

　  

鈴
木
真
理
子

　
　書
学

　  

奥
島

　彩
舟

　
　水
茎

　  
松
井
み
ゆ
き

　
　一
人

　  

宮
崎

　恵
華

　
　書
学

　  

坂
井

　知
子

　
　小
絹
　  

小
畑
　知
子

　
　玉
弥
　  

玉
置
や
よ
い

　
　書
学
　  

大
杉
　マ
サ

　
　書
学
　  

清
水
　有
紀

　
　書
友
　  

萩
原
寿
美
子

　
　野
中
　  

稲
葉
　青
風

　
　書
学
　  

甕
　奈
美
子

　
　天
元
　  

杉
森
　裕
美

　
　書
学
　  

仲
野
　美
香
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今月の優秀作品 新和様条幅・新和様半紙

　
　柾
　  

石
曽
根
紫
峰

　
　加
茂
　  

石
黒
　純
子

　
　新
書
　  

内
山
　
　薫

　
　容
弘

　  

岩
井

　文
哉

　
　岩
書

　  

飛
澤

　寿
男

　
　水
茎

　  

河
合
美
由
紀

　
　書
学

　  

松
原

　依
美

　
　游
山

　  

牧
岡

　牧
子

　
　香
桜

　  

澤
水

　清
香

　
　書
学

　  

槻
木

　新
二

　
　書
学

　  

海
老
名
恵
実
子

　
　玉
桂

　  

中
村

　桂
雲

　
　本
源

　  

益
田
優
美
子

　
　姫
春

　  

大
多
和
美
月

　
　梧
星

　  

吉
田

　令
房
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今月の優秀作品 篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
廉
直
」　
　
審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
逃
禪
煮
石
之
間
」（
模
刻
）

書
学 

金
丸
　洋
輔

刀
意
の
込
も
っ
た
力
強
い
線
質
。
文

字
と
外
郭
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
章

法
が
見
事
で
あ
る
。
余
白
も
美
し
く

清
朗
な
作
。

新
書 

宮
城
　康
湖

整
然
と
し
た
分
間
と
大
胆
な
余
白
。

疎
密
が
明
確
で
洗
練
さ
れ
た
作
。
墨

だ
ま
り
の
残
朱
を
も
う
少
し
整
理
す

れ
ば
更
に
完
成
度
が
高
ま
る
で
あ
ろ

う
。

春
日 

堤
　
　裕
美

文
字
全
体
の
線
が
太
く
、
漢
印
の
如

き
安
定
感
と
重
厚
感
が
あ
る
。
撃
辺

を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
古
色
が
程
よ

く
加
わ
り
、
古
雅
な
雰
囲
気
が
出
て

い
る
。

書
学 

髙
見
　敏
久

一
部
の
線
に
原
印
以
上
の
太
さ
が
見

ら
れ
る
が
、
呉
譲
之
の
特
徴
を
的
確

に
再
現
し
た
形
似
は
見
事
で
あ
る
。
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今月の優秀作品細 字

伊賀　  石田　春代

そら　  池田　説子

書学　  棚田　恵子

書学　  山根美枝子

書学　  川手　可江

梧星　  星野　寿仙



今
月
の
優
秀
作
品

43
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今月の優秀作品審査評 一 字 書

規
定
（
織
）
造
型
の
工
夫
も
大
切
で
す
が
、
線
に
動
き
と
表
情
を
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。
総
じ
て
今
回
は
秀
作
が
乏
し
か
っ
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
み
）
紙
面
に
対
す
る
文
字
の
布
置
と
大
き
さ
が
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

愛
山
　渡
邉
　輝
水
　筆
圧
の
変
化
に

よ
り
線
の
多
様
な
表
現
は
、
線
情
と
流

動
が
絡
み
合
う
味
わ
い
あ
る
作
品
で
あ

る
。
印
の
位
置
は
適
切
で
あ
る
。

光
風
　杉
本
　華
泉
　堂
々
た
る
筆
力

の
強
さ
を
見
せ
た
。
淡
墨
で
動
き
の
あ

る
線
は
、
筆
勢
と
相
ま
っ
て
清
ら
か
で

軽
快
美
を
自
然
体
で
表
現
し
た
。

東
京
　細
井
　青
州
　漢
字
美
の
行
書

体
で
あ
る
。
字
形
安
定
感
あ
り
安
心
で

き
る
作
。
上
部
の
点
画
は
柔
軟
で
疎
密

表
出
表
現
は
良
好
。
下
部
の
線
質
は
速

度
緩
い
分
や
ゝ
堅
い
。

泉
花
　丸
山
　泉
花
　自
然
で
無
理
な

い
運
筆
の
字
形
に
好
感
を
抱
く
。
闊
達

な
る
用
筆
法
で
線
は
強
く
躍
動
を
生

み
、
暢
び
や
か
な
表
情
で
気
力
充
実
し

た
作
。

玉
藻
　竹
野
内
華
城
　力
の
こ
も
っ
た
字
形

は
引
き
締
ま
り
、
窮
屈
さ
と
平
凡
性
は
あ

る
が
、
周
辺
の
余
白
を
生
か
す
。
一
気
呵

成
に
筆
を
運
び
書
き
上
げ
る
手
腕
は
見
事

で
あ
る
。

津
渡
　大
邉
　松
風
　印
篆
を
基
に
中
央
に

布
置
さ
せ
た
造
型
に
、
超
濃
墨
を
使
っ
た

一
画
一
画
渾
身
の
筆
遣
い
で
字
形
骨
格
は

昻
然
た
る
姿
で
あ
る
。

広
島
　好
田
　萩
水
　結
体
の
構
成
力
は
大

胆
な
動
勢
で
筆
脈
も
よ
く
通
っ
て
い
る
。

用
筆
に
よ
る
筆
捌
き
の
動
き
に
は
、
荒
削

り
の
渇
筆
の
線
を
散
見
で
き
る
が
楽
し
く

書
い
て
い
る
。

九
書
　長
谷
川
裕
美
　夾
宣
紙
に
青
墨
で
表

現
し
た
。
造
型
に
静
動
を
意
図
と
し
た
筆

の
動
き
の
構
成
を
み
せ
た
。
含
墨
現
象
と

し
て
潤
渇
の
表
情
に
偏
と
旁
の
対
比
が
極

端
だ
っ
た
。


